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図 1 想定する DTNシステム
DTNシステムの環境：想定する DTNシステムの環境として，
広さ Env(L M [m])の二次元平面の空間内に N [人]のユーザ
Ui(i = 1; 2; : : : ; N)が存在する地域を想定する．




À他のユーザとの社会的関係性：ユーザ Uiと他のユーザ Uj(i 6=
j) と社会的関係性を持つものとする．この社会的関係性はス
モールワールドネットワークによって表現する [4]．
Á現在位置：ユーザ Ui の時刻 t における現在位置はユーザ Ui
の初期位置と時刻 tまでの移動によって決定される．
Â移動：ユーザ Ui の時刻 tでの移動は移動速度 vi(t)と移動方
向 di(t)によって決定される．ユーザ Ui の vi(t)と di(t)を決定
する移動モデルには Random Waypointを用いる．
Ãモバイル端末：ユーザ Ui のモバイル端末には DTNを構築す
るためのアプリケーションが実装されているものとする．また，
ユーザ Ui の所持するモバイル端末の機能として同一の無線通信
機能，ストレージ機能，バッテリーがある．ユーザ Ui は時刻 t
におけるモバイル端末のバッテリー残量 bi(t)とストレージ残量
si(t)を把握しているものとする．そして，所持しているモバイ
ル端末の無線通信可能範囲内に他のユーザ Uk(i 6= k) がいた場
合に通信をおこなう．
Äメッセージ生成率：ユーザ Ui はメッセージ生成率 i のポア


















れる確率をあらわす情報伝送率 (Message Delivery Rate) を用
いる．環境およびユーザ Ui の属性に関するパラメータを表 1に
示す．開発環境にはマルチエージェントシミュレータ artisocを
用いる [6]． 表 1 環境およびユーザ Ui の属性項目 記号 数値
ネットワーク規模 Env 500 × 500[m2]
ユーザ数 N 10  50[人]
移動速度 vi(t) 1  2[m=秒]
通信範囲 cri 100[m]
初期バッテリー量 bi(0) 9620[mW ]
初期ストレージ量 si(0) 64[GB]
通信にかかるバッテリー量 bci(t) 3[W ]
通信にかかるストレージ量 sci(t) 10  150[KB]
メッセージ生成率 i 3=h




図 2 情報伝送率 (利己的行動有) 図 3 情報伝送率 (利己的行動無)
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